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新しいPreprintを紹介するo

1.CieneralFormユIaもioIユでtaCもivation energyを必要とす る素過

程の場合を区別し,transitionrateのBoltz皿ann factorに対す る

処方轟を与えたO温度 Tの熱浴に接 してい るとき､ ある状態か ら eだけene-

rgy の高い状態へ移 る七ransi'uion raもeは eexpを量 )a-J逆の raもeは

8-exp産 )と取ればよいが.activati｡rlenergyUを必要上す る場合に芦事

右手､行先の状態のenergy にはよらず､ eexpe轟 )と取ればよいことを亭

した｡

2･上の処方執 こよっ て-Ⅴ竺_cancy 皿eChanismに よる､潜晶内の厚 子拡勢

を襲うos申 年 ,yariable･とL,てpair fracもionalまでとるO得 られ る

paも串はt_柾ipleも fractionalに SuPerPOSiもionapprox.を した こ

と革 相当す る.a,-ll

3._.協力 現象甲起 尋席 で甲緩和 の蓑論｡

3a.L一 次元 IsingⅡ氾del. Sもa七evariableと･LJて:･peLir.fraG七ional

までとれ ば､ long-工angeOrderparaⅡleterE と shorも-rangeord･er

paralpeter祁こ対す るKine七ic:eq.は COuPleせず､ー7の空 間につ いての

徽係数 も現れ をい｡ Eにつ い ては二 次倣係数が 現れ るO 符 の緩和 時 間T- 0で

有限で二 Eの緩和時 間は7. 年が空 間埠吟 一様 を らTi-0-で無限に長 く香 るo

sもa七evariableと して 七riplet fracもionalま でとれば､ 甲の空間徴

係 数 も現れ るo Kinetic--f七･亘∴ ほ二 線ま1Tlで閉 じ_希いo

'3b. 空孔 を含 むAB塾巻奮去●垂 簡約 に 均質と し_ VaCanCyⅡ治ChanisⅡ)

を考 えるo statevafimi･1･e ほ Pa'ii.fractionalまでる Bethe近似 を

dy竿頭 cal を場 合に 拡張 した こと卓と相当す るO 平衡 状態か らのはずれ が小

さい時, disor'dereld sもa七色 ではIon㌢露ngeold.erと 占'hoft-range

⊂迂derは独立 に緩好 LL,{'締着の廟 和 時 間はT--Tc+0で無限 iと長 くそ り､
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二 次綿密移 i不可逆過程

後者は有限であ る,, OTderd stateでは二つの Orderparameもersの緩和

は独立 でを与､O定 睦的を結果 は､ exchange皿eGヱ1anis王コの場 合の結果 に同 じO

Prigogine学派の理論について

橋 爪 夏 樹

1950年代後半 よ り最近 まで約 10年 間に Varユ甲ove,Prigogineを中

心 とす る二学派 に よ り運 動学的方法ががを り酪遷 したo Van且つve学派 甲理論

は､ハ ミル トキアンをLHとす るとき､変換 函数 exp.(±it〟ン懲) を d左mping

theory に よっ て処理す るため､ transitionprobability自身に対 して

ではを く､ そのsPeCもral co皿pOnen七 に簿 して しか､ 皿aS七e;equation

を与 え季ことが できを か? た｡Jこれ らに対 し､ Prigogian学派の畢韓は変換′ノ̀

関数 exp(-i招 ケ五)を dan,ping theoryに よって処理す る もので_bi,_季p

ここに〟米はLUとの交換子 を作 る浜算 を示す ｡ 系の寧度行列 pの要素.甲 ききか

ら適当を もや を拾い出すprojection op,eraもerをcZ)とす ると_ r,0_… cZ)p

勾 よび pl… (ド -Z')p は

∂p.囲
∂七

ち

--D境 ;p.(i)〕-I dもJS?(七J)po(i-甘)+射 七;pl(O))'･0

ち

pl(i)--Id七′C (り p｡(i-七つ王 Dl〔も;pl(0)〕0

(1)

(2)

の形の方 程式 を満すO適当を る初期値 pl(0)をとれば､ 十分短い時間 の後に

destru･ction もerⅡlD.,Dl は落せ る ものと仮 定 L/て､ 第｣式か らmasもer

equationを得､ 第二式 にそ-の解を代入 して_ pl用 が恵や られ るO この とき

?(七y- pJt)+ pl(ち)は po(ち)の fun ctionalに 怒ら でい るわけで' これは -

Bogolioubovの ideaの一 般化 にをっ てい るoL積分核G(甘)′が消える時･間

tc よ'･り長い時間を問題とす-ると きには､､時 間 積分の上限を+ふや近似す るこ
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